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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
五
十
二
号
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
『
赤
染
衛
門
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
に
つ
い
て
『
四
天
王
寺
縁
起
』
か
ら
倉
田
実
キー
ワ
ー
ド
寛
弘
四
年
、
聖
徳
太
子
、
極
楽
浄
土
東
門
、
四
天
王
寺
西
門
、
仏
舎
利
は
じ
め
に
『
赤
染
衛
門
集
』
に
詠
作
年
時
は
特
定
で
き
な
い
が
、
四
天
王
寺
参
詣
に
か
か
わ
る
歌
群
（
五
二
八
～
五
四
〇
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
寛
弘
四
年
に
発
見
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
四
天
王
寺
縁
起
（
１
）』
（
『
荒
陵
寺
御
手
印
縁
起
』
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
と
も
）
の
内
容
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
相
模
集
』
に
も
四
天
王
寺
参
詣
に
か
か
わ
る
歌
群
（
一
～
九
）
が
あ
り
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
影
響
に
関
し
て
は
す
で
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
（
２
）。
し
か
し
、
『
赤
染
衛
門
集
』
に
つ
い
て
は
、
宗
教
史
か
ら
の
指
摘
は
あ
る
も
の
の
（
３
）、
『
赤
染
衛
門
集
全
釈
（
４
）』
や
『
和
歌
大
系
赤
染
衛
門
集
（
５
）』
な
ど
に
言
及
が
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
小
論
で
い
さ
さ
か
『
四
天
王
寺
縁
起
』
と
の
か
か
わ
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
以
下
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
を
確
認
し
、
こ
の
歌
群
を
歌
番
号
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
五
三
七
番
歌
以
降
は
、
四
天
王
寺
を
出
て
か
ら
に
な
る
の
で
、
割
愛
し
た
い
。
な
お
、
引
用
部
で
「
天
王
寺
」
と
あ
っ
て
も
、
正
式
名
の
「
四
天
王
寺
」
と
表
記
す
る
。
引
用
文
献
の
原
典
は
、
論
末
に
記
し
た
が
、
表
記
を
一
部
私
に
変
え
た
場
合
も
あ
る
。
一
『
四
天
王
寺
縁
起
』
『
四
天
王
寺
縁
起
』
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
東
大
寺
僧
宗
性
上
人
書
写
本
に
次
の
よ
う
な
奥
書
に
あ
る
こ
と
で
、
人
々
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
寛
弘
四
年
八
月
一
日
、
此
縁
起
文
出
現
、
都
維
那
十
禅
師
慈
運
、
金
堂
六
重
塔
中
求
出
之
。
こ
の
記
事
以
外
に
当
時
の
様
子
を
記
し
た
文
献
は
な
く
、
こ
れ
が
唯
一
の
出
現
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
信
憑
性
が
問
わ
れ
る
わ
け
だ
が
、
当
時
の
四
天
王
寺
信
仰
の
あ
り
よ
う
が
、
こ
の
『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
内
容
と
符
合
す
る
の
で
、
寛
弘
の
発
見
と
す
る
こ
と
は
支
持
さ
れ
て
い
る
。
内
容
的
に
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
所
引
の
『
本
願
縁
起
』
と
同
じ
に
な
る
が
、
今
日
で
は
、
四
天
王
寺
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
べ
く
住
僧
が
発
見
を
偽
装
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
奥
書
に
は
、
聖
徳
太
子
自
で
あ
る
旨
が
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
こ
の
記
載
が
信
じ
ら
れ
て
い
た
。
乙
卯
正
月
八
日
、
皇
太
子
仏
子
勝
鬘
、
こ
の
縁
起
文
金
堂
内
に
納
め
置
く
。
『
赤
染
衛
門
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
に
つ
い
て
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濫
り
に
披
見
す
る
べ
か
ら
ず
。
手
跡
み
だ
る
る
な
り
。（『
四
天
王
寺
縁
起
』）
「
皇
太
子
仏
子
勝
鬘
」
が
聖
徳
太
子
自
身
で
あ
る
。
御
手
印
が
あ
り
、
聖
徳
太
子
自
と
さ
れ
た
こ
と
で
、
縁
起
は
尊
崇
の
対
象
と
な
っ
て
多
く
の
写
本
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
記
述
が
四
天
王
寺
と
聖
徳
太
子
に
対
す
る
信
仰
の
あ
り
よ
う
を
導
く
こ
と
と
な
っ
た
。
本
稿
で
重
要
な
の
は
次
の
部
分
に
な
る
。
・
斯
処
昔
釈
如
来
転
法
輪
所
、
尓
時
生
長
者
身
供
養
如
来
助
護
仏
法
以
是因
縁
建
立寺
塔
（同
）
・
宝
塔
、
金
堂
相
当
極
楽
土
東
門
中
心
以
髻
髪
六
毛
相
加
仏
舎
利
六
粒
籠
納塔
心
柱
中
（同
）
前
者
は
、
四
天
王
寺
の
あ
る
地
は
、
釈
如
来
が
転
法
輪
し
た
所
で
あ
り
、
そ
の
折
に
自
分
は
長
者
の
身
と
し
て
生
ま
れ
て
い
て
、
釈
如
来
を
供
養
し
、
仏
法
を
守
護
し
た
。
こ
う
し
た
因
縁
が
こ
の
地
に
あ
る
の
で
、
寺
塔
を
建
て
た
と
し
て
い
る
。
釈
如
来
の
転
法
輪
の
地
で
あ
る
と
し
て
聖
性
を
喧
伝
し
た
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
四
天
王
寺
の
宝
塔
、
金
堂
は
西
方
極
楽
浄
土
の
東
門
の
中
心
に
当
た
り
、
聖
徳
太
子
は
髪
の
毛
と
仏
舎
利
を
塔
の
心
柱
の
中
に
納
め
た
と
し
て
い
る
。
極
楽
浄
土
の
東
門
が
言
わ
れ
る
こ
と
で
浄
土
思
想
に
接
近
し
、
金
堂
や
宝
塔
が
仏
舎
利
信
仰
の
対
象
と
な
る
所
以
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
極
楽
浄
土
の
東
門
が
言
わ
れ
た
こ
と
で
、
や
が
て
こ
れ
に
対
応
す
る
四
天
王
寺
の
西
門
（
６
）が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
四
天
王
寺
の
仕
組
ん
だ
信
仰
で
あ
っ
た
が
、
人
々
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
西
門
信
仰
の
次
第
は
、
次
の
よ
う
な
問
答
体
の
記
述
が
示
唆
的
で
あ
る
。
念
仏
門
に
入
る
こ
と
を
勧
め
る
、
大
治
三
年
（
一
一
二
八
）
成
立
の
珍
海
に
よ
る
『
菩
提
心
集
』
で
あ
る
。
問
天
王
寺
の
西
門
の
念
仏
は
尤
す
べ
き
事
か
何
に
ぞ
や
。
答
尤
す
べ
き
事
な
り
。
問
た
ゞ
閑
か
な
ら
ん
処
に
て
西
に
向
て
念
仏
せ
ば
、
何
れ
の
所
な
り
共
さ
て
あ
り
ぬ
べ
し
。
あ
な
が
ち
に
え
り
く
り
参
り
た
り
と
て
何
事
か
は
有
べ
き
。
貴
き
寺
、
止
ご
と
な
き
聖
の
跡
其
数
あ
り
。
天
王
寺
の
西
門
な
ら
ん
か
ら
に
か
な
ら
ず
念
仏
の
処
に
な
む
て
あ
る
べ
き
か
は
。
若
太
子
の
御
跡
を
い
は
ゞ
法
隆
寺
、
橘
寺
も
同
じ
事
に
は
あ
ら
ず
や
。
答
太
子
の
御
跡
い
づ
く
よ
り
も
芳
ば
し
。
わ
が
家
は
西
方
に
あ
り
と
宣
へ
る
救
世
観
音
出
お
は
し
ま
し
て
仏
を
始
め
行
ひ
給
へ
り
。
爾
る
聖
の
御
跡
を
だ
に
も
尋
ず
し
て
は
、
い
づ
こ
か
求
む
べ
き
や
。
太
子
の
御
跡
の
中
に
も
天
王
寺
こ
れ
異
な
る
処
也
。
御
手
の
璽
し
給
へ
る
縁
起
の
文
に
、
宝
塔
金
堂
は
極
楽
の
東
門
の
最
中
に
あ
た
れ
り
と
記
さ
れ
た
り
。
し
か
れ
ば
東
門
に
向
か
は
ん
と
て
西
門
へ
参
る
こ
と
は
り
な
り
。
問
極
楽
は
広
き
国
。
仏
大
き
に
人
い
や
し
か
ら
ず
。
其
東
門
は
か
な
ら
ず
天
王
寺
一
つ
に
や
当
ら
ん
ず
る
。
又
か
の
国
の
東
の
門
唯
ひ
と
つ
の
み
や
は
あ
る
べ
き
。
此
大
宮
だ
に
も
十
二
の
門
を
開
け
る
者
を
や
。
答
極
楽
い
ま
だ
見
ぬ
処
。
但
聖
の
御
言
に
よ
る
べ
し
。
さ
と
り
あ
り
が
ほ
に
箇
様
の
事
い
ふ
も
い
と
し
も
な
き
事
な
り
。
し
か
れ
ば
国
ひ
ろ
け
れ
と
も
東
門
は
せ
ば
く
も
あ
ら
ん
。
門
は
お
ほ
か
れ
ど
も
此
国
の
人
の
入
る
は
一
つ
に
て
も
あ
ら
む
。
然
れ
ば
天
王
寺
の
西
門
を
出
て
極
楽
界
の
東
門
に
入
ん
に
直
く
向
ひ
て
行
け
ば
往
生
の
正
し
き
道
と
す
べ
し
。
こ
れ
想
ひ
を
勧
む
る
道
な
り
。
又
外
な
り
共
想
ひ
を
す
ゝ
め
ば
足
り
ぬ
べ
し
。（『
菩
提
心
集
』
一
三
～
四
頁
）
「
天
王
寺
の
西
門
の
念
仏
」
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
聖
徳
太
子
創
建
と
さ
れ
る
法
隆
寺
や
橘
寺
よ
り
も
、
四
天
王
寺
が
格
別
で
あ
る
こ
と
が
、
招
来
さ
れ
た
救
世
観
音
と
、「
御
手
の
璽
し
給
へ
る
縁
起
の
文
（『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
こ
と
）」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
天
王
寺
の
西
門
を
出
て
極
楽
界
の
東
門
に
入
」
る
道
筋
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
点
で
四
天
王
寺
西
門
信
仰
・
聖
徳
太
子
太
子
信
仰
が
確
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
四
天
王
寺
信
仰
は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
仏
舎
利
信
仰
と
も
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
西
門
の
他
に
、
仏
舎
利
は
宝
塔
の
ほ
か
に
金
堂
に
も
納
め
ら
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
信
仰
の
対
象
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
次
節
で
見
る
よ
う
に
、
聖
霊
院
・
亀
井
・
拝
み
石
・
塔
の
露
盤
・
念
仏
所
も
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
『
四
天
王
寺
縁
起
』
発
見
に
よ
っ
て
寛
弘
期
か
ら
新
た
に
な
っ
た
こ
う
し
た
四
天
王
寺
信
仰
の
あ
り
よ
う
を
端
的
に
提
示
し
て
い
る
の
が
、
こ
れ
か
ら
検
討
す
る
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『
赤
染
衛
門
集
』
や
『
相
模
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
な
の
で
あ
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
『
相
模
集
』
に
つ
い
て
は
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
が
参
照
さ
れ
て
い
る
が
、
『
赤
染
衛
門
集
』
で
の
検
討
は
不
十
分
で
あ
る
。
以
下
、
赤
染
衛
門
以
外
の
人
々
の
参
詣
を
参
照
し
な
が
ら
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
が
深
く
『
赤
染
衛
門
集
』
に
か
か
わ
っ
て
い
る
次
第
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
二
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
そ
れ
で
は
、
順
次
『
四
天
王
寺
縁
起
』
と
の
か
か
わ
り
を
主
に
し
て
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
な
お
、
最
初
の
二
首
は
、
途
次
の
景
物
を
詠
ん
だ
歌
で
あ
り
、
こ
の
縁
起
と
は
無
関
係
で
あ
る
。
①
天
王
寺
に
詣
で
し
に
、
長
柄
の
橋
を
過
ぐ
と
て
我
ば
か
り
長
柄
の
橋
は
朽
ち
に
け
り
難
波
の
こ
と
も
古
る
る
か
な
し
き
（
五
二
八
）訳
自
分
だ
け
が
生
き
長
ら
え
て
、
長
柄
の
橋
は
朽
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
難
波
の
こ
と
も
、
何
事
も
、
古
く
な
る
の
は
悲
し
い
こ
と
だ
。（
注
・「
長
柄
」
に
「（
生
き
）
な
が
ら
」、「
難
波
」
に
「
何
は
」
を
掛
け
る
。「
古
る
る
」
の
は
「
長
柄
の
橋
」
と
「
我
」）
四
天
王
寺
参
詣
は
、
多
く
山
崎
か
ら
難
波
津
ま
で
舟
に
乗
る
の
で
、
長
柄
橋
を
通
り
過
ぎ
る
。
長
柄
橋
は
恰
好
の
歌
枕
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
四
天
王
寺
参
詣
、
あ
る
い
は
住
吉
参
詣
で
長
柄
橋
が
詠
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
後
代
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。天
王
寺
に
詣
で
は
べ
り
け
る
に
、
長
柄
に
て
、
こ
こ
な
ん
橋
の
跡
と
申
す
を
聞
き
て
、
詠
み
は
べ
り
け
る
行
く
末
を
思
へ
ば
か
な
し
津
の
国
の
長
柄
の
橋
も
名
は
残
り
け
り
（
『
千
載
集
』
雑
上
・
一
〇
三
〇
・
源
俊
頼
）
②
住
吉
に
て
末
の
世
は
あ
せ
も
し
ぬ
ら
ん
住
吉
の
ま
つ
そ
の
か
み
を
見
た
ら
ま
し
か
ば
（
五
二
九
）
訳
末
の
世
に
は
、
神
意
は
褪
せ
も
し
て
見
え
る
だ
ろ
う
。
住
吉
の
松
が
、
真
っ
先
に
創
建
当
時
の
神
を
見
て
い
た
な
ら
ば
。（
注
・「
松
」
に
「
ま
づ
（
ま
っ
さ
き
に
）」、「
神
」
に
「
上
」
を
掛
け
る
）
末
法
の
世
と
な
る
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
以
前
の
詠
と
分
か
る
歌
で
あ
る
。
赤
染
衛
門
は
長
久
二
年
（
一
〇
四
一
）
ま
で
生
存
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
四
天
王
寺
と
住
吉
社
は
近
い
の
で
、
両
者
に
参
詣
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
こ
も
後
代
の
例
を
挙
げ
る
。俊
恵
、
天
王
寺
に
籠
り
て
、
人
々
具
し
て
住
吉
に
参
り
て
歌
詠
み
け
る
に
具
し
て
住
吉
の
松
が
ね
洗
ふ
波
の
音
を
梢
に
か
く
る
沖
つ
潮
風
（
『
山
家
集
』
一
〇
五
四
）
③
西
大
門
に
て
、
月
の
い
と
明
か
り
し
に
こ
こ
に
し
て
光
を
待
た
む
極
楽
に
向
か
ふ
と
聞
き
し
門
に
来
に
け
り
（
五
三
〇
）
訳
こ
の
西
大
門
で
入
日
の
光
を
待
と
う
。
極
楽
に
向
い
て
い
る
と
聞
い
た
西
門
に
来
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
こ
か
ら
が
四
天
王
寺
で
の
詠
歌
に
な
る
。
南
大
門
で
は
な
く
、
西
門
の
歌
か
ら
四
天
王
寺
詠
が
始
ま
っ
て
い
る
の
は
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
こ
か
ら
境
内
に
入
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
十
一
世
紀
前
半
に
は
、
西
門
に
対
す
る
信
仰
が
、
日
想
観
と
も
か
か
わ
っ
て
、
す
で
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
『
四
天
王
寺
縁
起
』
を
と
か
か
わ
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
に
は
西
門
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
再
掲
す
る
。
宝
塔
、
金
堂
相
当
極
楽
土
東
門
中
心
以
髻
髪
六
毛
相
加
仏
舎
利
六
粒
籠
納塔
心
柱
中
（『
四
天
王
寺
縁
起
』）
宝
塔
、
金
堂
が
、
極
楽
浄
土
の
東
門
に
相
当
す
る
と
さ
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
極
楽
の
東
門
に
向
か
う
た
め
に
、
宝
塔
、
金
堂
と
は
逆
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
り
、
西
門
が
信
仰
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
往
時
の
四
天
王
寺
の
西
側
は
、
す
ぐ
近
く
ま
で
海
で
あ
っ
た
。
そ
の
様
子
は
『
一
遍
上
人
絵
伝
』
に
描
か
れ
て
い
る
。
『
赤
染
衛
門
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
に
つ
い
て
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海
の
彼
方
に
「
極
楽
の
東
門
」
を
幻
視
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
歌
は
、
「
極
楽
の
東
門
」
に
向
か
い
あ
っ
て
い
る
と
聞
い
た
「
四
天
王
寺
の
西
門
」
に
来
て
い
る
こ
と
だ
と
詠
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
西
門
に
は
、
藤
原
彰
子
や
頼
通
も
わ
ざ
わ
ざ
来
て
い
た
。
酉
の
時
ば
か
り
に
、
天
王
寺
の
西
の
大
門
に
御
車
と
ど
め
て
、
波
の
際
な
き
に
西
日
の
入
り
ゆ
く
を
り
し
も
、
拝
ま
せ
た
ま
ふ
。（『
栄
花
物
語
』
第
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」
巻
・
二
〇
九
頁
）
彰
子
の
場
合
で
、
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
二
十
八
日
の
こ
と
に
な
る
。
「
西
の
大
門
」
か
ら
入
る
よ
う
に
し
て
、
こ
こ
で
車
を
停
め
て
、
波
間
に
沈
む
入
日
を
拝
ん
で
い
る
。
極
楽
往
生
を
念
じ
る
日
想
観
で
あ
る
。
な
お
、
彰
子
の
参
詣
時
と
赤
染
衛
門
の
参
詣
時
は
、
道
程
が
違
う
の
で
別
々
で
あ
っ
た
。
入
御
西
大
門
之
比
、
寺
家
楽
所
忽
発
音
声
応
聖
霊
之
意
賀
希
代
之
（
光
カ
）
先
臨
也。
於
是召
御手
水
先
令
礼
西方
給。
古
人
之
所
伝当
極楽
之
東
門
云々
。（『
高
野
山
御
参
詣
記
』）
頼
通
の
場
合
で
、
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
十
月
十
九
日
の
こ
と
に
な
る
。
頼
通
は
彰
子
の
時
に
同
行
し
て
お
り
、
二
度
目
の
参
詣
で
あ
る
。
や
は
り
西
門
に
ま
ず
来
て
い
る
。
こ
こ
は
「
極
楽
之
東
門
」
に
当
た
る
の
で
、
西
の
方
角
の
「
希
代
之
光
」
を
拝
ん
だ
の
で
あ
る
。
彰
子
と
同
じ
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
門
信
仰
は
、
多
く
日
想
観
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
四
天
王
寺
の
西
門
信
仰
に
つ
い
て
は
別
稿
（
７
）も
用
意
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
二
首
ほ
ど
挙
げ
て
お
き
た
い
。
寛
弘
の
御
時
ば
か
り
に
や
、
天
王
子
の
歌
と
て
人
々
詠
む
折
が
あ
り
し
に
、
西
大
門
極
楽
に
向
か
ふ
心
は
隔
て
な
き
西
の
門
よ
り
行
か
む
と
ぞ
思
ふ
（『
相
模
集
』
一
）
天
王
寺
に
て
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
の
名
、
人
々
詠
み
し
を
、
西
門
さ
は
り
な
く
入
る
日
を
見
て
も
思
ふ
か
な
こ
れ
こ
そ
西
の
門
出
な
り
け
れ
（『
郁
芳
門
院
安
芸
集
』
五
六
）
『
相
模
集
』
で
「
寛
弘
」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
四
年
に
『
四
天
王
寺
縁
起
』
が
世
間
に
知
ら
れ
た
こ
と
と
か
か
わ
っ
て
い
よ
う
。
そ
の
影
響
を
示
す
最
初
の
史
料
で
あ
り
、
ま
た
『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
な
か
っ
た
西
門
信
仰
の
存
在
を
示
す
最
初
の
史
料
と
も
な
る
。
『
四
天
王
寺
縁
起
』
を
受
け
て
人
々
が
「
天
王
子
の
歌
」
を
詠
み
合
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
よ
う
。
西
方
浄
土
ま
で
隔
て
る
も
の
が
な
く
続
く
西
門
か
ら
行
こ
う
と
思
う
と
詠
ま
れ
て
い
る
。
東
門
の
こ
と
は
隠
さ
れ
て
、
西
門
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
早
く
に
西
門
信
仰
が
成
立
し
た
事
情
が
想
定
で
き
よ
う
。
安
芸
の
歌
は
赤
染
衛
門
と
同
じ
く
、
西
門
信
仰
と
日
想
観
が
共
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
あ
り
よ
う
は
、
今
日
ま
で
継
続
し
て
い
る
。
海
岸
は
遠
く
な
っ
た
が
、
西
の
鳥
居
に
沈
む
夕
日
は
、
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
原
型
的
信
仰
を
示
す
の
が
赤
染
衛
門
や
彰
子
、
頼
通
の
場
合
に
な
る
。
国
母
や
関
白
が
こ
う
し
た
四
天
王
寺
参
詣
を
し
た
こ
と
が
、
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
た
事
態
も
想
定
で
き
る
の
で
あ
る
。
④
聖
霊
院
に
夜
更
け
て
ま
う
で
た
り
し
に
、
御
灯
の
明
か
く
見
え
し
に
世
を
照
ら
す
法
の
灯
な
か
り
せ
ば
仏
の
道
を
い
か
で
知
ら
ま
し
（
五
三
一
）
訳
こ
の
世
を
照
ら
す
法
灯
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
仏
の
道
を
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
聖
霊
院
の
聖
霊
は
、
聖
徳
太
子
の
聖
霊
の
意
で
、
こ
れ
は
聖
徳
太
子
像
を
祀
る
お
堂
を
い
う
。
太
子
堂
と
も
言
わ
れ
、
太
子
の
霊
夢
を
見
て
、
往
生
の
安
心
を
得
よ
う
と
す
る
の
で
あ
り
、
太
子
信
仰
の
浸
透
に
よ
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。
法
隆
寺
で
は
、
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
創
建
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
四
天
王
寺
は
そ
れ
よ
り
も
早
い
。
『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
出
現
に
応
じ
て
早
々
に
作
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
宮
太
子
聖
霊
檜
皮
葺
大
殿
一
宇
四
間
。
（
『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
所
引
『
大
同
縁
起
』）
な
お
、
聖
霊
院
は
、
聖
徳
太
子
の
墓
が
あ
る
と
さ
れ
る
、
大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町
に
あ
る
叡
福
寺
の
号
に
も
な
っ
て
い
る
。
赤
染
衛
門
は
夜
が
更
け
て
か
ら
参
籠
し
、
灯
明
を
奉
り
、
そ
の
光
を
見
て
い
る
。
こ
れ
も
供
養
の
一
つ
に
な
る
。
こ
の
光
景
は
、
暗
夜
に
光
明
を
見
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
も
信
仰
の
形
で
あ
っ
た
。
頼
通
も
西
門
、
金
堂
に
続
い
て
聖
霊
院
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に
参
っ
て
い
る
。
次
令
礼
聖霊
院
給、
則
太
子
之
影
堂
也
、
仏
法
之
赴
有
之、（『
高
野
山
御
参
詣
記
』）
聖
霊
院
に
参
る
の
は
、「
太
子
之
影
堂
」
だ
か
ら
で
あ
る
。
灯
明
で
は
な
く
、
指
灯
と
い
う
、
身
を
削
る
最
高
の
供
養
の
仕
方
が
あ
っ
た
。
沙
門
仙
命
は
、
丹
波
国
の
人
な
り
。
（
略
）
往
年
四
天
王
寺
に
詣
で
て
、
聖
霊
堂
の
前
に
し
て
、
手
の
中
指
を
灯
に
し
て
、
尊
像
を
供
養
せ
り
。
紅
燭
の
光
の
前
に
、
青
竜
上
に
現
ず
［
太
子
手
印
記
に
云
は
く
、
荒
陵
池
に
竜
あ
り
、
伽
藍
仏
法
を
守
護
す
べ
し
、
云
々
と
い
ふ
］
。
（
『
拾
遺
往
生
伝
』
上
・
九
）
仙
命
は
極
楽
往
生
を
念
じ
て
、
聖
霊
院
の
尊
像
を
供
養
す
る
た
め
に
指
灯
を
し
て
い
る
。
そ
れ
に
聖
徳
太
子
は
感
応
し
た
の
で
あ
り
、
「
太
子
手
印
記
」
（
『
四
天
王
寺
縁
起
』）
に
記
さ
れ
て
い
た
青
竜
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
聖
霊
院
で
絵
解
き
を
し
た
ら
し
い
記
録
が
あ
る
。
今
日
参
聖霊
院
欲
令
説
絵、（『
台
記
』
久
安
四
年
九
月
二
十
一
日
）
こ
の
「
絵
」
は
、
聖
徳
太
子
絵
伝
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
聖
霊
院
は
ふ
さ
わ
し
い
場
所
に
な
る
。
赤
染
衛
門
が
聖
霊
院
に
参
籠
す
る
の
も
、
聖
徳
太
子
信
仰
の
現
わ
れ
な
の
で
あ
る
。
⑤
舎
利
、
拝
み
た
て
ま
つ
る
と
て
分
か
ち
け
ん
昔
に
あ
ら
ぬ
涙
こ
そ
な
ほ
さ
り
な
が
ら
か
な
し
か
り
け
れ
（
五
三
二
）訳
釈
入
滅
後
に
分
骨
し
た
と
い
う
昔
の
人
が
流
し
た
の
で
は
な
い
涙
で
あ
っ
て
も
、
通
り
い
っ
ぺ
ん
に
舎
利
を
拝
み
申
し
上
げ
る
と
、
や
は
り
悲
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。（
注
・「
な
ほ
さ
り
な
が
ら
」
に
「
な
ほ
ざ
り
な
が
ら
」
を
掛
け
、
こ
の
「
さ
り
」
に
「
舎
利
」
を
掛
け
る
）
仏
舎
利
は
、
聖
徳
太
子
が
も
た
ら
し
た
と
さ
れ
る
仏
宝
で
、
四
天
王
寺
信
仰
の
中
心
を
占
め
て
い
る
。
こ
う
な
っ
た
の
も
、
繰
り
返
す
が
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
影
響
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
は
三
カ
所
に
仏
舎
利
の
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
・
宝
塔
、
金
堂
相
当
極
楽
土
東
門
中
心
以
髻
髪
六
毛
相
加
仏
舎
利
六
粒
籠
納塔
心
柱
中

・
宝
塔
壹
基
五
重
瓦
葺
心
柱
中
籠
仏舎
利
・
髻
毛

・
金
堂
壹
宇
、
二
重
瓦
葺
（
略
）
金
銅
舎
利
塔
形
壹
基
納
入舎
利
拾
参
粒
（『
四
天
王
寺
縁
起
』）
仏
舎
利
の
安
置
は
宝
塔
に
な
る
が
、
四
天
王
寺
で
は
、
宝
塔
と
金
堂
に
置
か
れ
て
い
た
。
赤
染
衛
門
は
金
堂
で
拝
ん
で
い
よ
う
。
後
世
に
か
け
て
も
、
仏
舎
利
信
仰
は
、
金
堂
が
主
に
な
っ
て
い
る
。
金
堂
に
参
っ
た
と
あ
れ
ば
、
仏
舎
利
を
拝
む
こ
と
に
な
る
。
仏
舎
利
は
、
道
長
も
拝
ん
で
い
る
。
午
時
御
四天
王
寺
於
別当
権
少
僧
都
定
基
房
供
御膳
覧
仏舎
利

畢
。（『
扶
桑
略
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
月
二
十
八
日
条
）
道
長
が
仏
舎
利
を
拝
ん
だ
場
所
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
金
堂
に
な
ろ
う
。
仏
舎
利
を
歌
に
詠
む
際
は
、
荼
毘
に
ふ
し
た
こ
と
か
ら
詠
む
傾
向
が
あ
っ
た
。
赤
染
衛
門
の
「
分
か
ち
」
も
荼
毘
の
後
の
分
骨
を
言
っ
て
い
た
。
そ
の
他
、
二
、
三
挙
げ
て
お
く
。
仏
舎
利
灰
消
え
て
わ
か
ち
し
た
ま
も
つ
と
む
れ
ば
い
と
ど
光
ぞ
数
ま
さ
り
け
る
（『
相
模
集
』
五
）
天
王
寺
に
ま
ゐ
り
て
、
舎
利
を
拝
み
た
て
ま
つ
り
て
よ
み
侍
り
け
る
薪
尽
き
煙
も
澄
み
て
去
り
に
け
ん
こ
れ
や
名
残
と
見
る
ぞ
か
な
し
き
（
『
千
載
集
』
釈
教
歌
・
一
二
〇
九
・
瞻
西
上
人
）
天
王
寺
に
ま
ゐ
り
て
、
遺
身
舎
利
を
礼
し
て
よ
み
侍
り
け
る
常
な
ら
ぬ
た
め
し
は
夜
半
の
煙
に
て
消
え
ぬ
名
残
を
見
る
ぞ
う
れ
し
き
（
同
・
一
二
五
四
・
天
台
座
主
明
雲
）
右
で
、
傍
線
部
が
荼
毘
、
波
線
部
が
仏
舎
利
を
指
示
し
て
い
る
。
な
お
、
『
千
載
集
』
の
明
雲
の
歌
の
結
句
は
、
新
大
系
（
龍
門
文
庫
本
）
で
は
「
か
な
し
き
」
に
し
て
い
る
。
瞻
西
に
も
「
か
な
し
き
」
が
あ
る
の
で
、
こ
ち
ら
の
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
赤
染
衛
門
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
に
つ
い
て
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仏
舎
利
信
仰
で
特
異
な
の
は
、
自
然
に
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
相
模
の
歌
の
「
光
ぞ
数
ま
さ
り
」
は
、
光
る
回
数
が
ま
さ
る
意
で
は
な
く
、
供
養
の
お
勤
め
を
し
て
い
れ
ば
、
光
る
舎
利
の
数
が
ま
さ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
臣
（
蘇
我
馬
子
）
此
寺
ニ
塔
ヲ
タ
ツ
。
太
子
ノ
ゝ
給
ハ
ク
、
塔
ハ
コ
レ
仏
舎
利
ノ
ウ
ツ
ハ
物
也
。
尺
如
来
ノ
舎
利
自
然
ニ
キ
タ
リ
ナ
ム
ト
。
大
臣
コ
レ
ヲ
キ
ゝ
テ
祈
ニ
、
斎
飯
ノ
ウ
ヘ
ニ
仏
舎
利
一
ヲ
エ
タ
リ
。
ル
リ
ノ
ツ
ボ
ニ
イ
レ
テ
、
塔
ニ
オ
キ
テ
オ
ガ
ム
。（『
三
宝
絵
』
中
・
聖
徳
太
子
）
右
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
依
る
『
三
宝
絵
』
か
ら
引
用
し
た
。
こ
の
寺
は
四
天
王
寺
で
は
な
い
が
、
仏
舎
利
に
対
す
る
信
仰
が
記
さ
れ
て
い
る
。
塔
は
仏
舎
利
の
器
な
の
で
、
釈
如
来
の
舎
利
は
自
然
に
来
る
も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
信
仰
が
、
四
天
王
寺
で
極
ま
る
の
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
で
な
く
て
も
参
籠
し
て
念
じ
る
と
舎
利
が
出
現
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。『
拾
遺
往
生
伝
』『
後
拾
遺
往
生
伝
』
を
編
ん
だ
三
善
為
康
が
体
験
し
て
い
る
。
天
王
寺
に
参
り
て
、
念
仏
の
行
を
修
せ
り
。
九
ヶ
日
を
経
て
、
百
万
遍
に
満
ち
ぬ
。
時
に
往
き
て
金
堂
に
詣
り
、
舎
利
を
礼
し
奉
る
。
即
ち
祈
請
し
て
日
く
、
吾
が
順
次
往
生
の
願
、
弥
陀
現
前
の
夢
、
倶
に
虚
妄
に
あ
ら
ず
は
、
舎
利
併
せ
て
出
現
し
た
ま
ふ
べ
し
。
も
し
然
に
は
あ
ら
ず
は
、
顕
現
し
た
ま
ふ
こ
と
な
か
れ
。
救
世
観
音
・
護
世
四
王
・
太
子
聖
霊
・
護
法
青
竜
、
同
じ
く
証
明
す
べ
し
と
い
へ
り
。
か
く
の
ご
と
く
再
三
祈
請
し
て
、
舎
利
を
写
し
奉
れ
り
。
瑠
璃
の
嚢
の
裏
に
、
金
玉
の
声
あ
り
。
予
合
掌
し
て
念
じ
、
眼
に
寄
せ
て
見
れ
ば
、
舎
利
三
粒
、
数
に
依
り
て
出
現
せ
り
。
予
歓
悦
の
涙
不
覚
に
し
て
下
り
、
随
喜
の
人
期
せ
ず
し
て
多
し
。（『
拾
遺
往
生
伝
』
上
・
序
）
四
天
王
寺
は
、
西
門
の
他
に
仏
舎
利
で
人
々
の
信
仰
を
集
め
た
と
い
っ
て
も
過
言
は
な
い
。
右
以
外
で
も
、
多
様
な
文
献
で
仏
舎
利
信
仰
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
右
の
祈
願
は
『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
範
疇
に
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
⑥
亀
井
を
見
て
劫
を
経
て
す
く
ふ
心
の
深
け
れ
ば
亀
井
の
水
は
絶
ゆ
る
世
も
あ
ら
じ
（
五
三
三
）
訳
亀
の
甲
で
は
な
い
が
、
長
い
時
を
経
て
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
仏
の
心
が
深
い
の
で
、
掬
い
あ
げ
る
深
い
亀
井
の
水
は
絶
え
る
時
も
あ
る
ま
い
。
（
注
・「
劫
」
に
「
甲
」、「
救
う
」
に
「
掬
う
」
を
掛
け
る
）
亀
井
の
水
の
こ
と
は
、
『
四
天
王
寺
縁
起
』
発
見
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
白
石
玉
出
水
ト
云
ハ
。
出
水
ハ
イ
ツ
ミ
也
。
白
石
ヨ
リ
玉
ノ
コ
ト
ク
ニ
漲
テ
出
タ
ル
水
ト
云
歟
。
東
山
記
云
。
纔
飲
亀井
水
者。
遂
往
大悲
遊
所
云
云。
保
胤
修
行
記
云
。
法
水
東
流
。
掬
亀井
泉
云
云。（『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』）
右
に
よ
る
と
、
慶
滋
保
胤
の
「
修
行
記
」
に
、
「
法
水
東
流
。
掬
亀
井
泉
」
が
あ
る
と
い
う
。
「
修
行
記
」
は
未
詳
だ
が
、
慶
滋
保
胤
が
亀
井
の
水
の
こ
と
を
記
し
て
い
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
所
引
の
『
本
願
縁
起
』
に
よ
っ
て
い
よ
う
。
麗
水
東
流
。
号
日
白
石
玉
出
水
以
慈
悲
心
飲
之
。
為
法
薬
矣
。
（『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
所
引
『
本
願
縁
起
』、『
四
天
王
寺
縁
起
』）
『
太
子
伝
古
今
目
録
抄
』
の
「
白
石
玉
出
水
」
の
場
合
は
、『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
よ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
『
本
願
縁
起
』
と
同
じ
な
の
で
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
。
と
に
か
く
、
亀
井
の
水
に
対
す
る
信
仰
は
、
寛
弘
以
前
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
人
々
に
広
ま
る
の
が
、『
四
天
王
寺
縁
起
』
発
見
か
ら
と
な
ろ
う
。
今
日
で
も
亀
井
堂
に
、
金
堂
の
地
下
よ
り
湧
く
水
が
あ
り
、「
白
石
玉
出
の
水
」
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
の
水
に
聖
徳
太
子
が
影
を
宿
し
た
と
す
る
伝
承
に
よ
っ
て
、
亀
井
堂
の
東
側
を
、
影
向
の
間
と
し
て
い
る
。
そ
の
伝
承
の
も
と
は
不
明
だ
が
、
次
の
歌
は
そ
の
証
で
あ
ろ
う
。

亀
井
千
代
過
ぎ
て
蓮
の
上
に
上
る
べ
き
亀
井
の
水
に
影
は
宿
さ
む
（
『
相
模
集
』
二
）

天
王
寺
へ
参
り
て
亀
井
の
水
を
見
て
詠
み
け
る
浅
か
ら
ぬ
契
り
の
程
ぞ
	ま
れ
ぬ
る
亀
井
の
水
に
影
う
つ
し
つ
つ
（
『
山
家
集
』
八
六
三
）
二
首
と
も
「
影
」
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。
こ
の
「
影
」
は
、
聖
徳
太
子
が
亀
井
の
水
に
映
し
た
意
と
、
自
身
の
姿
の
意
を
掛
け
て
い
よ
う
。
亀
井
の
水
に
対
す
る
―22― （22）
信
仰
も
、
聖
徳
太
子
が
影
を
宿
し
た
と
す
る
記
述
は
『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
な
い
も
の
の
、
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
が
ご
と
く
に
起
こ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
亀
井
の
水
に
は
、
道
長
・
彰
子
・
頼
通
の
三
人
と
も
訪
れ
て
い
る
。

ま
た
天
王
寺
に
参
ら
せ
た
ま
ひ
て
は
、
太
子
の
御
有
様
あ
は
れ
に
思
さ
る
。
妹
子
の
大
臣
の
ゐ
て
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
け
る
御
経
は
、
夢
殿
に
、
閼
伽
机
の
上
に
置
か
せ
た
ま
へ
り
。
わ
れ
取
り
に
お
は
し
ま
し
た
り
け
る
は
、
う
せ
た
ま
ひ
け
る
日
、
や
が
て
先
だ
ち
た
ま
ひ
に
け
り
。
亀
井
の
水
に
御
手
を
す
ま
し
て
拝
み
た
て
ま
つ
ら
せ
た
ま
ふ
。（『
栄
花
物
語
』
第
十
五
・
う
た
が
ひ
・
一
九
七
頁
）

二
十
九
日
に
還
ら
せ
た
ま
ふ
つ
い
で
に
、
亀
井
の
水
の
も
と
に
寄
ら
せ
た
ま
ひ
て
、
御
覧
ず
る
ほ
ど
に
思
し
め
し
け
る
、
濁
り
な
き
亀
井
の
水
を
む
す
び
上
げ
て
心
の
塵
を
濯
ぎ
つ
る
か
な
（『
栄
花
物
語
』
第
三
十
一
「
殿
上
の
花
見
」
巻
・
二
〇
九
頁
）

秉
燭
還
御
之
次
御
覧亀
井
水
（『
高
野
山
御
参
詣
記
』）
は
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
十
月
、
道
長
の
高
野
詣
で
の
際
、
は
す
で
に
見
た
長
元
四
年
（
一
〇
三
一
）
九
月
、
彰
子
の
石
清
水
八
幡
宮
・
住
吉
神
社
詣
で
の
際
、
も
そ
の
箇
所
で
扱
っ
た
永
承
三
年
（
一
〇
四
八
）
十
月
、
頼
通
の
高
野
詣
で
の
際
に
な
る
。
は
、
『
金
葉
集
三
奏
本
』
、
『
新
古
今
集
』
、
『
続
詞
花
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
の
亀
井
の
水
を
詠
ん
だ
歌
を
さ
ら
に
挙
げ
て
お
く
。

天
王
寺
に
詣
で
て
、
亀
井
を
万
代
を
す
め
る
亀
井
の
水
や
さ
は
と
み
の
小
川
の
流
れ
な
る
ら
ん
（
『
弁
乳
母
集
』
二
）

天
王
寺
に
詣
で
て
亀
井
に
て
詠
め
る
劫
を
ふ
と
き
え
じ
と
ぞ
お
も
ふ
露
に
て
も
亀
井
の
水
に
結
ぶ
契
は
（
『
清
輔
集
』
四
二
四
）
	
我
が
心
亀
井
に
す
め
ど
西
へ
行
く
月
の
舟
に
ぞ
の
り
う
つ
り
ぬ
る
（
『
頼
政
集
』
六
四
八
）
は
の
折
の
歌
。
の
初
句
は
わ
か
り
に
く
く
、
『
清
輔
集
新
注
（
８
）』
の
よ
う
に
「
こ
ふ
ふ
と
も
」
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。
多
く
清
冽
な
水
に
ち
な
ん
で
、
縁
語
と
な
る
「
澄
む
」
「
澄
ま
す
」
「
濁
り
な
き
」
、
あ
る
い
は
「

む
」
「
掬
う
」
「
濯
ぐ
」
な
ど
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

の
「
契
」
は
来
世
の
約
束
に
な
る
。
の
「
劫
」
は
、
亀
の
「
甲
」
と
の
掛
詞
に
な
る
。
亀
井
の
水
も
、
新
た
に
な
っ
た
信
仰
な
の
で
あ
る
。
⑦
太
子
の
額
づ
き
た
ま
ふ
と
て
、
ひ
た
ぶ
る
に
あ
て
た
ま
ひ
け
る
石
を
見
て
立
ち
居
け
る
跡
を
見
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
石
や
そ
の
世
に
あ
へ
ら
ま
し
か
ば
（
五
三
四
）
訳
太
子
が
立
っ
た
り
、
坐
っ
た
り
し
て
拝
ん
だ
と
い
う
石
の
跡
を
見
る
の
は
悲
し
い
こ
と
だ
。
す
ば
ら
し
く
石
が
そ
の
世
に
あ
っ
た
太
子
生
前
に
会
え
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
。
（
注
「
石
」
に
、
す
ば
ら
し
い
意
の
「
い
し
」
を
掛
け
る
）
詞
書
に
「
ひ
た
ぶ
る
に
あ
て
た
ま
ひ
け
る
石
」
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
拝
み
石
」
の
こ
と
で
、
聖
徳
太
子
が
額
を
つ
け
て
拝
ん
だ
と
い
う
伝
承
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
石
も
四
天
王
寺
の
聖
徳
太
子
信
仰
の
一
環
で
あ
っ
た
。
現
在
の
四
天
王
寺
境
内
に
も
「
四 し
石 せ
き
」
と
呼
ば
れ
る
四
つ
の
石
が
あ
る
。
金
堂
の
「
転
法
輪
石
」
、
西
門
の
「
引
導
石
」、
南
門
の
「
熊
野
権
現
礼
拝
石
」、
東
門
に
「
伊
勢
神
宮
遥
拝
石
」
に
な
る
。
「
転
法
輪
石
」
が
「
拝
み
の
石
」
に
な
り
そ
う
だ
が
、
こ
の
石
は
金
堂
で
は
な
く
、
塔
の
前
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
・
三
伏
蔵
。
皆
石
蓋
覆
之
。
（
中
略
）
一
者
廊
未
申
角
塔
前
在
石
。
此
其
蓋
也
。
或
云
御拝
石
也
云
々。（『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
下
）
・
次
塔
前
在
石
。
此
名
御
拝
石
或
云
廊
未
申
角
伏
蔵
之
蓋
此
伏
蔵
ニ
ハ銅
瓦
一
万
埋
之
。
此
当
寺
料
也
。（
同
）
同
じ
よ
う
な
記
述
に
な
る
が
、
要
は
、
塔
の
前
に
あ
る
石
は
、
伏
蔵
を
覆
う
石
蓋
で
、
そ
れ
を
「
拝
み
石
」
と
も
言
う
と
な
ろ
う
。
こ
の
「
拝
み
石
」
が
、
聖
徳
太
子
を
偲
ぶ
よ
す
が
に
な
っ
て
い
た
。
二
例
ほ
ど
歌
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。
拝
み
の
石
拝
み
け
る
印
の
石
の
な
か
り
せ
ば
誰
か
昔
の
跡
を
見
せ
ま
し
（
『
相
模
集
』
『
赤
染
衛
門
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
に
つ
い
て
―23―（23）
七
）
こ
の
寺
を
拝
む
印
の
石
の
上
に
堅
く
契
を
結
び
け
る
か
な
（
『
拾
玉
集
』
巻
三
・
二
七
八
五
）
相
模
と
赤
染
衛
門
の
歌
に
は
「
跡
」
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
拝
み
石
は
実
感
的
に
聖
徳
太
子
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ア
イ
テ
ム
な
の
で
あ
る
。
⑧
塔
の
露
盤
の
黄
金
、
太
子
塗
り
た
ま
ひ
て
、
「
こ
の
光
失
せ
ん
折
、
仏
法
も
薄
べ
し
」
と
誓
ひ
た
ま
ひ
け
る
が
、
曇
り
て
見
え
し
に
磨
き
け
ん
黄
金
の
色
も
曇
り
つ
つ
法
の
光
も
消
え
ぬ
べ
き
か
な
（
五
三
五
）
訳
太
子
が
磨
い
た
と
い
う
塔
の
露
盤
の
黄
金
色
も
曇
り
曇
り
し
て
、
法
の
光
も
消
え
そ
う
で
あ
る
こ
と
だ
。
「
塔
の
露
盤
」
は
、
塔
の
上
部
の
相
輪
の
基
部
と
な
る
方
形
の
盤
の
こ
と
で
、
相
輪
を
含
め
て
言
う
場
合
も
あ
る
。
こ
こ
は
前
者
に
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
部
分
が
詠
ま
れ
た
の
は
、『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
そ
の
記
載
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
宝
塔
第
一
露
盤
、
誓
手
鏤
金
。
表
遺
法
興
滅
之
相
。（『
四
天
王
寺
縁
起
』）
塔
の
露
盤
は
太
子
自
ら
磨
い
て
、
そ
の
光
沢
で
法
の
道
が
興
隆
す
る
か
滅
し
て
い
く
か
を
表
そ
う
と
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
「
こ
の
光
失
せ
ん
折
、
仏
法
も
薄
べ
し
」
と
あ
る
の
は
、
「
遺
法
興
滅
の
相
を
表
す
」
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
赤
染
衛
門
が
露
盤
を
見
て
み
る
と
、
曇
っ
て
見
え
た
と
言
う
。
曇
り
は
法
の
道
の
衰
退
を
意
味
す
る
。
末
法
の
世
を
控
え
て
い
る
の
で
、
曇
っ
て
見
え
る
の
で
も
あ
ろ
う
。
露
盤
は
相
模
も
詠
ん
で
い
た
。
塔
の
露
盤
磨
き
け
る
黄
金
変
は
ら
ぬ
塔
を
こ
そ
君
が
肌
へ
の
形
見
と
は
見
れ
（
『
相
模
集
』
四
）
相
模
は
「
磨
き
け
る
黄
金
変
は
ら
ぬ
」
と
詠
ん
で
い
る
。
赤
染
衛
門
は
「
黄
金
の
色
も
曇
り
つ
つ
」
で
あ
っ
た
。
相
模
が
見
た
後
に
曇
る
よ
う
な
事
態
が
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
多
分
に
末
法
に
入
る
と
す
る
時
代
意
識
が
、
そ
の
よ
う
に
見
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
『
四
天
王
寺
縁
起
』
が
な
け
れ
ば
、
意
味
不
明
に
な
り
か
ね
な
い
歌
で
あ
っ
た
。
⑨
念
仏
す
と
て
起
き
明
か
す
暁
に
、
鴫
の
鳴
く
を
聞
き
て
夜
も
す
が
ら
我
が
取
る
数
の
乱
る
る
を
鴫
の
羽
が
き
か
き
や
つ
く
ら
ん
（
五
三
六
）訳
一
晩
中
わ
た
し
が
数
え
取
る
数
珠
の
数
が
乱
れ
る
の
を
、
鴫
が
羽
が
き
で
掻
い
て
書
き
つ
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（
注
・「
掻
き
」
に
「
書
き
」
を
掛
け
る
）
一
晩
中
念
仏
し
よ
う
と
し
た
暁
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
す
で
に
四
天
王
寺
で
の
念
仏
は
西
門
で
盛
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
西
門
近
く
に
は
、
念
仏
所
も
作
ら
れ
て
い
た
。
院
政
期
に
は
、
念
仏
所
は
し
っ
か
り
と
し
た
施
設
に
な
っ
て
い
た
。
入
御
西
大
門
以
内
念
仏
所
為
禅
閣
御
休
所
（『
台
記
』
康
治
二
年
（
一
一
四
三
）
十
月
二
十
日
条
）
頼
長
が
父
禅
閣
忠
実
に
随
行
し
た
折
で
あ
る
。
西
門
内
の
「
内
念
仏
所
」
が
忠
実
の
休
所
に
さ
れ
て
い
る
。
念
仏
所
は
、
源
俊
頼
『
拾
玉
集
』
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
と
ぢ
と
云
ふ
歌
う
た
ひ
、
念
仏
所
に
て
夜
も
す
が
ら
歌
う
た
ひ
て
、
き
り
じ
と
い
ふ
あ
さ
経
よ
み
な
ど
せ
し
を
、
伊
賀
入
道
聞
き
て
、
興
に
入
り
て
我
が
門
と
い
ふ
催
馬
楽
う
た
ひ
な
ど
し
て
忘
れ
が
た
く
し
て
思
ひ
給
ふ
事
を
、
門
向
か
ひ
と
よ
み
侍
り
し
こ
と
な
ど
を
思
ひ
い
で
ら
れ
け
る
に
や
、
上
り
て
後
、
入
道
の
も
と
よ
り
歌
三
首
を
詠
み
て
遣
し
た
り
け
る
行
き
や
す
く
つ
と
め
て
ゐ
た
る
極
楽
の
門
向
か
ひ
こ
そ
思
ひ
出
ら
る
れ
思
ひ
や
れ
秋
の
き
り
じ
の
法
の
声
立
居
に
つ
け
て
忘
れ
や
は
す
る
澄
み
上
る
夜
の
こ
と
ぢ
は
松
風
を
聞
く
心
地
し
て
身
に
ぞ
染
み
に
し
（
『
拾
玉
集
』
六
五
三
～
六
五
五
）
こ
の
念
仏
所
と
、
『
台
記
』
の
「
内
念
仏
所
」
は
、
同
じ
施
設
で
あ
ろ
う
か
。
西
門
念
仏
の
初
期
の
史
料
と
し
て
、
五
三
六
番
歌
は
貴
重
で
あ
ろ
う
。
続
く
四
首
は
、
四
天
王
寺
を
出
た
後
に
な
る
の
で
、
引
用
だ
け
に
と
ど
め
た
い
。
⑩
帰
る
に
、
風
の
い
と
荒
く
て
、
い
し
べ
と
い
ふ
所
に
泊
ま
り
て
日
ご
ろ
あ
る
に
、
雁
の
な
き
し
を
―24― （24）
波
間
待
つ
舟
は
泊
に
や
す
ら
へ
ど
風
に
は
へ
て
は
か
り
ぞ
き
こ
ゆ
る
（
五
三
七
）
⑪
水
鳥
の
お
ほ
く
う
か
び
た
る
所
を
み
て
水
鳥
の
う
き
て
う
き
世
を
す
ぐ
す
だ
に
い
く
世
の
せ
ぜ
を
こ
こ
ろ
み
る
ら
ん
（
五
三
八
）
⑫
と
も
な
り
し
さ
ぶ
ら
ひ
の
、
あ
の
寺
に
て
、
に
は
か
に
亡
く
な
り
に
し
に
、
帰
る
に
声
も
せ
ぬ
が
あ
は
れ
に
て
出
で
て
こ
し
日
や
は
か
ぎ
り
と
思
ひ
け
ん
帰
る
に
か
は
る
魂
だ
に
も
な
し
（
五
三
九
）
⑬
夜
に
と
く
車
に
の
り
て
京
に
入
る
程
に
か
ひ
ひ
ろ
ふ
う
ら
は
何
と
も
み
え
ね
ど
も
み
や
こ
の
か
た
み
う
れ
し
か
り
け
り
（
五
四
〇
）
お
わ
り
に
以
上
、
『
赤
染
衛
門
集
』
に
詠
ま
れ
た
四
天
王
寺
の
、
西
門
・
聖
霊
院
・
金
堂
仏
舎
利
・
亀
井
の
水
・
拝
み
の
石
・
塔
の
露
盤
・
念
仏
所
に
つ
い
て
見
て
来
た
。
『
相
模
集
』
で
は
亀
井
の
水
・
舟
・
塔
の
露
盤
・
仏
舎
利
・
弓
・
拝
み
の
石
・
黒
駒
・
池
の
蓮
が
詠
ま
れ
て
い
た
。
重
な
る
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
に
分
か
れ
る
が
、
総
じ
て
『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
影
響
下
で
詠
作
さ
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
い
ず
れ
も
摂
関
期
に
高
ま
っ
た
四
天
王
寺
信
仰
・
聖
徳
太
子
太
子
信
仰
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
信
仰
は
、
院
政
期
に
な
っ
て
さ
ら
に
高
揚
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
代
表
が
鳥
羽
院
で
あ
り
、
『
台
記
』
で
そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
中
世
に
引
き
継
が
れ
る
。
四
天
王
寺
を
軸
に
し
た
宗
教
史
が
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
。
注
（
1）
『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
つ
い
て
は
、
赤
松
俊
秀
「
四
天
王
寺
の
書
跡
」
（
『
秘
宝
四
天
王
寺
』
講
談
社
、
一
九
六
八
・
一
）
、
平
岡
定
海
「
四
天
王
寺
の
成
立
と
四
天
王
信
仰
の
受
容
」
（
『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
・
七
）
、
原
史
子
『『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
研
究
聖
徳
太
子
の
縁
起
と
そ
の
周
辺
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
・
三
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
（
2）
近
藤
み
ゆ
き
「
平
安
中
期
和
歌
に
お
け
る
聖
徳
太
子
伝
受
容
流
布
本
『
相
模
集
』
天
王
寺
題
和
歌
を
中
心
に
」（『
王
朝
和
歌
研
究
の
方
法
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
五
・
四
）。
武
内
は
る
恵
・
林
マ
リ
ア
・
吉
田
ミ
ス
ズ
『
相
模
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
一
・
一
二
）
に
も
『
四
天
王
寺
縁
起
』
に
言
及
が
あ
る
。
（
3）
注（
1）の
原
著
に
同
じ
。
（
4）
関
根
慶
子
・
阿
部
俊
子
・
林
マ
リ
ア
・
北
村
杏
子
・
田
中
恭
子
『
赤
染
衛
門
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、
一
九
八
六
・
九
）
（
5）
武
田
早
苗
『
赤
染
衛
門
集
』（
和
歌
文
学
大
系
、
明
治
書
院
、
二
〇
〇
〇
・
三
）
（
6）
四
天
王
寺
の
西
門
に
つ
い
て
は
研
究
が
多
い
。
平
岡
定
海
「
四
天
王
寺
の
成
立
と
四
天
王
信
仰
の
受
容
」（『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
・
七
）、
菊
地
勇
次
郎
「
天
王
寺
の
念
仏
（
上
下
）
」
（
『
日
本
歴
史
』
94、
95、
一
九
五
六
・
四
、
五
）
、
出
口
常
順
「
四
天
王
寺
の
歴
史
」
（
『
秘
宝
四
天
王
寺
』
講
談
社
、
一
九
六
八
・
一
）
、
赤
松
俊
秀
「
四
天
王
寺
の
書
跡
」
（
『
秘
宝
四
天
王
寺
』
講
談
社
、
一
九
六
八
・
一
）、
岩
崎
武
夫
「
四
天
王
寺
西
門
考
」（『
文
学
』
一
九
七
四
・
九
）、
梅
谷
繁
樹
「
四
天
王
寺
西
門
信
仰
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
世
遊
行
聖
と
文
学
』
桜
楓
社
、
一
九
八
八
・
六
）、
植
木
朝
子
「
四
天
王
寺
西
門
信
仰
と
今
様
『
梁
塵
秘
抄
』
一
七
六
番
歌
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
歌
謡
研
究
』
47、
二
〇
〇
七
・
一
二
）
、

原
史
子
『『
四
天
王
寺
縁
起
』
の
研
究
聖
徳
太
子
の
縁
起
と
そ
の
周
辺
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
三
・
三
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
植
木
論
に
は
、
西
門
に
か
か
わ
っ
た
作
品
が
引
照
さ
れ
便
益
で
あ
る
。
ま
た
、
四
天
王
寺
に
か
か
わ
っ
た
往
生
人
た
ち
に
つ
い
て
は
、
久
保
田
淳
『
天
王
寺
と
往
生
人
た
ち
』
（
西
尾
光
一
教
授
定
年
記
念
『
論
纂
説
話
と
説
話
文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
九
・
六
）
に
整
理
が
あ
る
。
（
7）
拙
稿
「
『
更
級
日
記
』
の
薬
師
仏
と
阿
弥
陀
仏
東
方
浄
瑠
璃
浄
土
の
西
門
を
出
て
西
方
極
楽
世
界
の
東
門
に
入
る
」
（
和
田
律
子
・
福
家
俊
幸
編
『
更
級
日
記
上
洛
の
記
千
年
』
武
蔵
野
書
院
、
二
〇
二
〇
・
四
予
定
）
（
8）
田
耕
一
『
清
輔
集
新
注
』（
清
簡
社
、
二
〇
〇
八
・
二
）
出
典
『
四
天
王
寺
縁
起
』
は
注
（
1）
の
根
本
本
の
翻
刻
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
『
太
子
伝
『
赤
染
衛
門
集
』
の
四
天
王
寺
参
詣
歌
群
に
つ
い
て
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古
今
目
録
抄
』『
聖
徳
太
子
伝
私
記
』
は
大
日
本
仏
教
全
書
、
和
歌
は
『
新
編
国
歌
大
観
』、
『
菩
提
心
集
』
は
浄
土
宗
全
書
、『
栄
花
物
語
』
は
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
、『
三
宝
絵
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、『
高
野
山
御
参
詣
記
』
は
続
々
群
書
類
従
、『
拾
遺
往
生
伝
』
は
日
本
思
想
大
系
、『
台
記
』
は
増
補
史
料
大
成
、『
扶
桑
略
記
』
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
を
使
用
し
た
。
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